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産業考古学、その大学教育の現状と可能性
Industrial Archaeology, its status quo and its potential on the university
education
　本研究ノートは、「産業考古学」が大学でどのように講じられ教育されているか、を日本（ 8 大学）・イ
ギリス（アイアンブリッジ・インスティテュート／バーミンガム大学と共同運営）・ドイツ（技術総合大学
ベルクアカデミ ・ーフライブルグ）について調査し、その現状と可能性および必要性を探究したものである。
This study-note shows the discipline “Industrial Archaeology” on the university education in Japan(8 univer-
sities), UK (the Ironbridge Institute + the University of Birmingham : the Masters and Diploma programmes in
Heritage Management / Industrial Archaeology) and Germany (Technische Universitaet Bergakademie
Freiburg : Studienrichtung Industrie-archaeologie).
The status quo of “Industrial Archaeology” on the Japanese universities is so slim as compared with those
in Europe, but has now a great potential for material culture (studies of mono-zukuri/in Japanese)
1．「産業考古学」、日本の現状分析
産業考古学は、「産業遺産」ということば・
用語と密接に関係する研究分野である。（1）産
業考古学が社会科学の他の研究諸領域と異な
るところは、「多様多岐にわたる産業（分野）」
の「遺産」を研究対象としているところにあ
る。それゆえ「産業考古学」とは、産業遺産
を核とした産業史研究に以下の活動を加えた
研究・活動の“総称”である、すなわち：
フィールドワーク
①野外調査（産業遺産の経済地理学等の調査
だけでなく“考古学”と同じ“発掘”を含
む）
オーラル・ヒストリー
②聞取り（歴史）調査（技術者・経営者・職
人等、かつて現場・現地で働いていた人び
と、調査対象の建造物・工場（設備）・作業
場等の近隣に住んでいた人たちを対象）
③資料研究（文献・史料等文書資料の分析の
マテリアル
みならず、現場で採取した資料の理工学的・
化学的分析、製造した（外国）企業の特定
なども含む）
インタプリテーション
④｢産業遺産｣の（文化価値）評価・解釈（と
くに社会学・民俗学・文化人類学・建築・デ
ザインや技術／機械の移転・伝播・普及・継
承／教育（訓練）などの視角・視点から）
サイト
⑤保存・活用・（再）利用への提言（現場ある
いはサイトにできるだけ近いところで動態
保存か静態保存か、博物館に移築・移設（保
存）すべきか、外壁・外観のみ保存し内部
を他の用途に転用するか、またそのための
手段、工法、専門家／周辺住民／行政との
調整、資金調達、運営管理（＝英米では「ヘ
リテッジ・マネジメント」という）等の研
究・検討を含む）、したがって「まちづくり」
「産業観光」（2）などと深く関連し連携して
いる。
⑥産業教育・産業観光としての｢産業遺産｣の
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解説・ PR（担当者やガイドの養成、説明パ
ネル・観光コース／見学ルート（地図）な
どの作成等を含む）、したがって各世代・（産
業）分野に合わせた教育教材開発・普及広
報、そしてマーケティングにまでわたる。
⑦その他（空中・海中・実験（復元）考古学
（3）との連携など）：
である。すなわち産業考古学は、歴史・理論
研究のみならず政策立案（文化行政に関連）・
実践活動（教育、保存や再利用）が渾然となっ
た複合研究領域なのである。
　周知のようにわが国は、幕末明治期に近代
西洋文明を導入し、伝統・在来のモノおよび
技術と融合して急速な｢近代化｣・｢工業化｣を成
功させた。第二次世界大戦の空襲や戦後の混
乱で多くの物的資料が破壊され散逸した現在、
後に残った｢産業遺産｣は国や地域の産業の文
化と伝統・情報を満載した宝の山、言い換え
れば産業の文化財であり、日本の近代化（4）の
里程標であり、数少なくなった物的証拠なの
である。
　バブル崩壊以降、日本は「ものづくり」を
ふくめ閉塞状況にある。そのうえ中小企業の
親方職人（社長）・名人・匠の後継者問題も深
刻である。逆説的に言えば、いまだからこそ
文化遺産である「産業遺産」と、これまでに
日本人が培ってきた「ものづくり」精神を再
認識し、次世代に伝える好期なのである。（5）
現在、工業高校や大学（高専を含む）で産業
考古学・産業遺産に関連する講義を開講して
いる／いた方々は、産業考古学がまだ青年期
の学問分野であるため、海図なき航海に等し
い試行錯誤が続く／続いてきた。そして産業
考古学はいま、日本では約1500大学の、わ
ずか0.5％の大学にしか設置されていない。
　1950年代のイギリスに誕生したから、大
学教育における産業考古学は、欧米でもまだ
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大学教育の経験と歴史は浅い。しかしながら、
欧米では「文化」や「環境」へ向けられるの
と同じまなざしが「産業遺産」（そして「技術｣）
へも向けられているので、産業遺産に関わる
専門家は着実に育ち、その数を増してきてい
る。ではいったい、日本とイギリス（紙幅の
関係上、ドイツは修学チャートのみ掲載した）
の大学教育における「産業考古学」の実際は
いかなるものであるかを見てみよう。
2．日本の大学における「産業考古学」
講義
　産業考古学のような、理系と文系の双方に
またがる複合・総合科目への配慮は、日本の
大学には少ない。1980年代まで、複合・総
合科目は一般教養科目として講じられてきた。
1990年代の大学改革の過程で、この「一般
教養」は廃止された。そして理系／文系の類
別がなお残る現在、産業考古学のような複合・
総合科目のカリキュラム上の位置は各大学で
バラバラである。
　学生の目線で考えてみよう。学生は理系／
文系に分かれ入学した後、理系は社会科学へ
の、文系は自然科学への道が、自ら選択しな
い限りほとんど閉ざされているのが現状であ
る。しかし学生たちは卒業・就職して社会へ
出たとたん、例えば「営業」に配属されれば、
理系／文系を問わず、顧客に「商品（IT 機器
であれ、農産物魚介類であれ、各種サービス
であれ）」の知識や生産工程を説明しなければ
ならない職務上の責任が生じ、彼らは大学で
学ばなかったことを悔やむのである。
　この問題は、大衆化した日本の大学のカリ
キュラムにあるのではない。「大学」（教育）の
理念と（大学）「教育」へのニーズが、欧米の
大学と日本の大学とでは異なるからだと考え
られる。すなわち、人びとが｢大学に求める｣
ものが、欧米では“専門職業人（プロフェッ
ション）教育”（6）であり、日本では“一般職
業人（オキュペーション）教育”にあるとい
う違いである。日本では「理系の学生は大学
院（修士）を出なければ使い物にならない」の
である。
　しかしながら大学教育は、人びとが求める
から、企業・官庁のニーズだからとサービス
業に徹し需要にのみ応じていればいいもので
あろうか。たしかに戦後の高度成長期は、大
学と一般職業人教育の蜜月時代であった。け
れども高度成長が終った1980年代以降、年
を追うごとに、各種調査ごとに、世界と比較
して学生（児童・生徒も含む）の「ものづく
り」「科学・技術」への関心度・学力は低下し、
今や OECD の下位に甘んじている。
　明治維新期や戦後復興期の国づくりに理系
／文系を分離して養成することは、できるだ
け早期に人材がほしい官庁や産業界の需要を
満たすものであった。しかしながら現在は、
｢人づくり」も「ものづくり」も文化としてと
らえなおし、真の専門職業人（プロフェッショ
ン）を養成しなければ国際競争に勝てず、国
際交流にも寄与することは少ないであろう。
次表（7）は、日本の諸大学における｢産業考古
学｣講義の開講状況である。
　一般に日本の大学では、“担当者（ 1 人）が、
わずか半期（最大15回）の講義で、大系の
「入門」を全く予備知識の乏しい学生に解説す
る”スタイルで講義している。（8）青木栄一・
駿河台大学文化情報学部教授は次のように論
説（9）している：
（…略）産業考古学は、産業文化財の研究と
保全に関する一つの学問大系である。古代
の遺跡や古い建築物、あるいは仏像のよう
な美術品に較べて認識の比較的遅れている
のが近代の産業文化財である。ここでいう
産業文化財とは、現在すでに使われていな
いかあるいは使われなくなりつつある産業
施設や機械・器具を意味し、また、堤防、橋、
トンネル、運河、鉱山、各種建造物を含ん
でいる。あるいは、「産業」という語が誤解
を招くとして、「近代化遺産」という語を用
いる向きもある。
（…略）当初の研究対象は産業革命時代に限
定されていたが、その後はあらゆる時代の
産業遺跡・遺物に研究は拡大された。しか
し、現代の産業考古学研究の主たる分野は、
産業革命時代とそれ以後現代に至る近代産
業や近代社会の機械・器具、各種建造物な
どにある。この学問は学界からというより
は、むしろアマチュアが研究の先駆者で
あって、彼らによる多くの調査研究の積重
ねによって産業考古学という学問は社会的
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産業考古学、その大学教育の現状と可能性
に認知されるようになったのであった。（…
略…）
　 産業考古学は理工系と文科系の教養にま
たがる学問体系である。日本ではどうも両
者にまたがる教養をもつことが現代の教育
体系ではなかなか難しく、とくに歴史学、地
理学、経済学のような文科系の研究者が技
術とその歴史に関心が薄く、また技術者は
歴史や地理に関心がないためか、両者を含
めた総合的な視点に立つ研究者が育ちにく
かった。（…略…）
　 さて、この産業考古学を春学期半年間の
講義でいかに要領よくまとめるかについて
は、まだ自信をもって答えられる段階には
ない。個々の産業についてはそれぞれの技
術史と社会文化史を総合することはそれほ
ど難しくはないが、産業考古学全体を論ず
る日本語の教科書は今のところない。筆者
は自分の研究体験に基づいて一応次のよう
な項目を取り上げているが（本年度の場
合）、試行錯誤の連続であり、学生の反応を
見ながら少しずつ改良して次の年度に備え
ている現状である。
①産業考古学の意義と性格、その研究史
「産業考古学」講義　一覧表
（2001年12月現在・担当者氏名50音順[敬称・職位略]）
 担当者 大学（高専含む） 学部・学科 学年・学期等 単位数
青木 栄一 駿河台大学 文化情報学部 3・4年／前期 2 単位
石田 正治 吉備国際大学 社会学部・文化財修復 1 年／集中 2 単位
国際協力学科
種田　 明 静岡文化芸術大学 文化政策学部 2 年／後期 2 単位
大島登志彦 群馬工業高専 機械・物質工学科　～2001 5 年（大学 1 年）／半期 1 単位
原田 　喬 群馬工業高専 機械・物質工学科　2002～ 〈高専の単位は大学の1／2〉
高橋伊佐夫 岐阜大学 工学部 全学年／前期 2 単位
玉川 寛治 東京国際大学 人間社会学部 1 年／通年
並川 宏彦 桃山学院大学 全学部（経済・経営・社会・文） 3・4 年／前期集中 4 単位
水野信太郎 北海道浅井学園大学 生涯学習システム学部・芸術メディア学科 2 年／後期
横山 悦生 名古屋大学 教育学部☆基礎セミナー 2 年以上／通年 4単位
「ものづくりと産業考古学｣
※2000年度までで終了
青木 栄一 1989‐埼玉大学 教育学部・社会教育総合課程 2～4 年／通年 4 単位
小山 徹 1992‐ 地方文化講座
大島登志彦 1996‐1999 〈講座カリキュラム改正で消滅〉
※関連講義（「産業遺産」の解説を多く含む）
石田 正治 名古屋芸術大学 （教育課程Ⅱ類）　｢技術史｣ 全学年／半期 2 単位
石田 正治 豊橋技術科学大学 生産システム工学系｢生産技術史入門｣ 全学年／半期 2 単位
川上顕治郎 玉川大学 工学部・機械工学科　｢技術史｣ 2 年／前期 2単位
堤　 一郎 東京経済大学 経済学部・経営学部　｢産業技術史｣ 3・4年；夜間2-4年／通年 4 単位
堤　 一郎 武蔵野美術大学 全学科（一般教育・単位互換可）｢近代技術史｣ 全学年／通年 4 単位
中川　 洋 東洋大学 全学部（教職課程選択必修科目）｢経済史Ⅰ」全学年／通年 4 単位
水野信太郎 北海道浅井学園大学 生涯学習システム学部・ 2年／後期 2 単位
健康プランニング学科「地域産業とまちづくり｣（専門科目）
吉川 文夫 神奈川大学 工学部・機械工学科　｢機械技術史｣ 全学年／半期 2 単位
この表に示した以外に、1980～90年代に東京工業大学（山崎俊雄、飯田賢一）・東京農工大学（飯塚
一雄）・広島大学（山崎俊雄）・新潟大学（大橋周治）などでも、産業考古学は同名科目あるいは関連類似科
目として講じられていた。
（2002年 3 月種田作表）
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Industrial Archaeology, its status quo and its potential on the university education
②産業革命の略史、および繊維産業、製鉄、
交通などの技術史・社会文化史
③熱機関（原動機）の発達系譜
④蒸気機関車の発達、保存鉄道の実態と意
義
⑤近代土木遺産の評価基準、データベース
の作成方法、その保存と活用の実態
⑥町づくり、村起こしと文化遺産の活用、ナ
ショナルトラスト運動
産業考古学では、まず現物に触れること
が大切である。そこで日曜日に全部で 3 回
の野外見学（本年度の場合 ― 交通博物館
［東京神田］、マリタイムミュージアム〈日
本丸・石造りの修繕ドック〉・氷川丸［横浜］、
江戸東京たてもの園［東京小金井］）を実施
し、受講生には最低 1 回の参加とレポート
提出を義務づけた（4000字以上）。見学場
所は年度によって異なり、復元された見沼
通船堀、靖国神社遊就館前の火砲展示を見
せた年度もある。
（…略）受講者数も百名を超え（埼玉大学で
は毎年受講者数名で個人教授に近かった）、
講義の内容とともに多人数同時教育法のノ
ウハウを担当者としては模索している。こ
れまでは筆者自身が作成したプリントを中
心として授業を進めているが、もっとヴィ
デオ、スライドなどをふんだんに取り入れ
て、さまざまの産業遺産や近代化遺産を
ヴィジュアルに学生に示すことが大切であ
ると感じている。やはり毎授業時間にさま
ざまの現物を視覚に訴えて数多く見てもら
い、その形態や機能、その土地の景観の中
での調和などについての認識を深めてもら
いたいと考えている。
3．アイアンブリッジ・インスティテュー
トの「産業考古学（IA）」講義
アイアンブリッジ・インスティテュートは、
アイアンブリッジ峡谷博物館（ t h e
Ironbridge Gorge Museum）とバーミンガ
ム大学が共同運営する大学院（修士コース）で
ある。アイアンブリッジは、1779年に竣工
した世界初の鋳鉄橋で、この橋を中心とした
一帯は1986年に世界遺産リストに登録され
ている。（10）
◇アイアンブリッジ・インスティテュートの
歴史（11）
　アイアンブリッジとバーミンガム大学の共
同はほぼ50年前に遡る。1950年の暮れ、製
鉄連盟が（今日では信じられないことだが）
ダービー炉の解体を検討していたとき、
W.H.B. Court 教授（バーミンガム大学経済
史講座）と George Cadbury は「バーミン
ガム大学学生のための調査区画として、そし
the site
て可能なら全面発掘のため」にもぜひそこを
提供してもらえないかと要望し、会社（the
Coalbrookdale Company）と交渉した。会
社側は即座に方針を変更し、翌年には G.F.
t h e    s i t e   
Williams （同社専務）が忙しく当該遺跡地を
記録していた。16年後、アイアンブリッジ峡
谷博物館が誕生し、そして誕生するや否や博
物館は、1970年代後半までに学術面を強化
することに専心した。博物館からバーミンガ
ム大学へのアプローチは、1980年に、共同
事業として産業考古学研究所を設立すること
に結実した。
　産業考古学の全日制大学院コース （a full-
time postgraduate course in IA） は、マ
イケル・ストラットン（D r  M i c h a e l
Stratton）によって1981年から展開され、
1 9 8 2 年には博物館のオフィス外でも
〔フィールドに出て：種田補遺／〔 〕内以下
同じ〕講義教授された。研究所はそこ〔博物
館〕から Rosehill House の馬車小屋に移り、
1983年にはコールブルックデールの the
Long Warehouse （長倉庫）に移転し今日
に至っている。
Heritage Management
　第 2 コース、遺産管理運営（HM）は、
a   m o d u l a r   b a s i s
1987年からモデュール・ベースで提供・展
開している。すなわち、HM がフルに提供
された1988年から、両コースはモデュー
ルとなり、研究所の名前もアイアンブリッ
ジ研究所に替わったのである。第 3 コース、
Industrial Heritage
産業遺産（IH）は、IA と HM の混合モデュー
ルで1993年から提供されている。そして
1996年に、このコース名は、本来の IA コー
スの最新改良版（an updated and up-
graded version of the original IA course）
として、その分野の専門的実習を目的とする
性格を帯びてきている。〔1997／98年は
HMと IH；現在2003／4年は HM と IA
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産業考古学、その大学教育の現状と可能性
の 2 コースが提供されている。〕
◇“私たち”とは誰のこと
　最初の10年余、アイアンブリッジ研究所
Program Director
は初代学科長ストラットンとバリー・トリン
ダー（Dr. Barrie Trinder）によって運営さ
れた。マイケルは1994年12月、ヨークの
高等建築学研究所のポストを得て、バリーは
1995年12月、学部学生に産業考古学を教
Nene College
えるノーサムプトン大学ニーン校のスタッフ
となって、共にアイアンブリッジを退いた。そ
れゆえ、近年アイアンブリッジ研究所スタッ
フには大きな変化がみられる。そしてこれら
のことは、ここで提供されているコースの性
格にも反映している。
〔1997年の〕スタッフは以下のとおりであ
る：
Marion Blockley, M.A.;M.I.F.A.;M.S.I.B.H.
－Programme Director / Course Co-
ordinator
HM　〔略歴〕都市考古学者（Urban
Archaeologist）、I.F.A.（Institute of
Field Archaeologists,1983～）創立
メンバーで、カンタベリー発掘 4 カ年計
画監督責任者（当時ヨーロッパ最大）、ま
たウェールズでも発掘（the Clwyd-
Powys Archaeological Trust/
CADW）し論文多数。国内で多数の発掘
に関する研究・教育実績。レスター大学
博物館学コースを終了後、バッキンガム
州立博物館サーヴィスとノーサムプトン
州議会の学芸官（Interpretation／Out-
reach Officer）として革新的アウト
リーチ・プログラムを展開した。さらに
彼女は英国遺産解説協会（SIBH=the
Society for the Interpretation of
Britain's Heritage）評議員で、ジャー
ナル“Interpretation”編集委員も務め
ている。広報や考古学教育についての海
外講演も多数。アイアンブリッジ峡谷世
界遺産管理プラン準備会議、ICOMOS
（UK）世界遺産会議そして文化観光委員
会（Cultural Tourism committee）の
メンバー。
Paul  Col l ins ,  M.Sc. ;M.Soc.Sc.
（Ind.Arch.）; Ph.D. －Consultant and
Lecturer in IH
スペシャリスト
　　〔略歴〕19・20世紀技術に関する専門家。
1984年から本研究所に関係し、85～
86に IA コース修了、86年から研究所
委託研究調査の殆どに参画。交通史に関
する著書 6 冊、M.Stratton との共著
（Car Factoriesに関連）は研究所賞受
賞。産業遺産の研究・記録・保存の新手
法を開発。最近のプロジェクトは
WoolwichのRoyal Arsenal West の
1950年代後半～60年代前半のビルの
産業考古学的調査と保存。En g l i s h
registers
Heritage's 記録の水力、鉄道、自動車工
場、現代産業ビルに関する権威者で、イ
ギリス考古学協会（CBA）評議員・ブラッ
クカントリー通信員・West Midlands
Group メンバー／同 IA Panel Coordi-
Urban Townscapes
nator である。IA と都市景観学の学部
（考古学）教育プログラムを開発中であ
る。
Steve Duckworth, B.Sc.;M.Soc.Sc.
（IA）－Lecturer in HM
冶金学専攻。87～88本研究所 IA 修了、
直ちに English Heritage の委託で
Kings Cross と St Pancras, Chan-
nel Tunnel terminal の鉄道関連地の徹
底評価を同期生 Barry Jones と行った。
その後多数の IA プロジェクトに参画。5
年間 Dalmellington & District Con-
マネージャー
servation Trust のビル保存主事、最
近までレスター州の Moira Furnace 遺
産主事として勤務していた。彼は研究所
HM コースの Marketing and Fi-
nance modules の責任者であり、ま
Archaeo-Metallurgy
た考古冶金学の〔学部（考古学）教育用〕
講義シリーズを準備中である。
Carol Sampson － Institute Adminis-
trator
　 1989年から在職。HM 講師秘書であっ
たが、Marion が学科長に就いて以来研
究所の運営管理と学生相談などを同情・
忍耐・効率・微笑をもって引き受けてい
る。
Sue Jopling, B.A. （Hons.）;M.Soc.Sc.
（H.M.）－Research Assistant
　 研究所 HM コース94～95修了。マー
ケティングの学位（Huddersfield大学）
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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を得た彼女は、ウィルト州とシュロップ
州の繊維産業で抜群の仕事をした。95
年 IA 学位取得後に研究助手に。職責に
liaison
は情報技術の展開と図書館連結が含まれ
る。勤務外の研究関心は遺産解釈・保存
による経済的社会的発展。ボランティア
として the Wroxeter Hinterland Sur-
vey の教区調査指導と地方史研究。研究
所20周年記念会議（1997.5）を指揮
している。
　〔2003 年のスタッフは以下のように変
わっている：（氏名、役職、担当（ HM/IA・
科目等／詳細略、注（11）を参照）
○David de Haan MSc DIC FMA：所長
Deputy Director（博物館）、 Pro-
gram Director, HM
Dr Roger White BA PhD MIFA：学科
長
Academic Director, Research Fel-
low（考古学・古代学研究所／大学）
Tony Herbert BSc Dip Cons：講師
Curator of Ceramics（博物館）、HM
Janice Fletcher：事務／秘書
Professor John Hunter BA PhD FSA
MIFA：講師
Professor（古代史・考古学／大学）
○客員講師（Visiting Lecturers） ：49名
○外部試験官：2名〔欧米の大学では、「学
位」認定試験官は学外が通例である。〕
Dr Mark Patton （Head of Harrow
Business School ,  Un iv .  o f
Westminster）
Marylin Palmar （Professor of In-
dustrial Archaeology, Univ. of
Leicester）〕
◇いま私たちは何をしているか〔大学院コー
ス〕　〈この項は全訳でなく略訳である。〉
　学生は 3 つのコースを全日／科目履修（a
full- or part-time basis）でき、2，3，あ
るいは 4 年かけて修了することが可能であ
る。そのため、教育は 4 学期制で、各々独立
し自己充足したモデュールからなる。各モ
デュールは 3 週間、間に 3 週間のインター
バルをおく。最初の 2 つは秋からクリスマス
前まで；次の 2 つは新年からイースターま
で。評価は各モデュールの〔課題研究〕小論
文プラス毎年 5 月に行われる試験による。さ
らに、モデュールⅠ開始に先立つ週と、主要
試験を前にした 4 月の週は導入週（an Intro-
duction Week）／研究週（a Study Week）
となっている。〔下記カレンダーを参照〕アウ
トラインは以下である：
IH（Industrial Heritage） コース
　Module I ： Industrial Heritage
　 対象〔産業遺産〕と法律的背景へのイ
ントロダクション、および〔産業〕遺
産保護の経過。このモデュールではま
building
た、建築物を記録することと限定された
時代と資源で達成されたものへ集中する
ことの基本スキルのトレーニングを行な
う。
Module II：The Heritage of the Indus-
trial Revolution
surviving
産業革命とその後、継承遺産に重点；そ
の考古学、保護、解釈。各週特定テーマ：
第 1 週－A Transition and Early In-
dustries
第 2 週－Transport and the Indus-
trial Revolution
第 3 週－Second Thoughts - The
Consequences of the Industrial
Revolution
Module III ： The Heritage of Modern
Industrial Society
1850年以後の現代産業社会の成立、そ
して、特に電気がその発展に与えた重要
性と影響。再度、各週特定テーマ：
第 1 週－The Electric Revolution
第 2 週－The New Industries
第 3 週－Preserving the Recent
Past
Module IV： Heritage Interpretation
management
産業遺産の解釈と運営、大小および郊外・
市内の対象を見学研修し、最近のプロ
ジェクトを体験学習する機会を設定。
＊各モデュールは最高の実務家をゲスト講師
に招く。見学研修では産業遺産の主要諸特
徴を学べるよう設定。〔ゲスト講師はEU（ラ
ファエル文化遺産プロジェクト）、
UNESCO，ICOMOS，TICCIH、欧米・旧
東欧などから（以下略）
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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産業考古学、その大学教育の現状と可能性
HM（Heritage Management）コース
　10年目となる本コースは、英国で当該分
野最初のもの。文化遺産・建築遺産の保存は
環境保護と並び国際的な重要問題となってい
る。結果として、遺産資源を評価・保全し、教
育観光に利・活用し、次世代に引き継ぐスキ
ルをもつ訓練された専門家の需要が増大して
いる。本コースが提供しているものである。ア
ウトラインは以下である：
　Module I ： Heritage Management
〔産業〕遺産の一部に責任をもって、各
自は適切に長期保存を図らねばならな
い限定された資源を扱っていく。遺産
all sectors Stewardship S u s t a i n a
の全部門において、執事職とか 維持可能
b i l i t y
であることといった鍵概念が検討される。
創造的保存は経済的な実行可能性
（viability）と説明責任によってのみ達成
できるという前提は、コース全体の基調
Strategic
である。核になるトレーニングは戦略的
People
マネジメント、人のマネジメント、プロ
ジェクト・マネジメント、遺産組織論お
よび関連法規。
　Module II： Heritage Marketing
　 〔ここでいう〕マーケティングは、一つの
遺産組織が広範な人びとに向けて発信
し、目標とする観客を相応に選択できる
諸活動の範囲にある。マーケティングは
外の世界に向けた組織のメッセージを調
policy objectives
整し、政策目的にされるまで遺産のため
を図ろうと努めることである。ここでは、
メディア、マーケット・リサーチ、マー
ケティング戦略を遺産〔管理〕組織に応
用し、マーケティング理論・マーケティ
メカニズム
ング機能・生産物調査（Exploring the
Product）・マーケティングミックスの
基礎を取り入れる。
　Module III ：Heritage Finance
ファイナンス
　 財務はあらゆる遺産状況に不可欠なもの
である。ここでは管理会計（Managerial
Accounting）（事業計画、収入の発生、
Staffing
人事と人件費、保険と警備保障）、事業評
価、および会計検査システムの概論を提
供する。産業遺産への資金調達の実際
M u s e u m
（current practice）、そして博物館の
C h a r g i n g
費用負担、スポンサーシップ、適切な遺
R e t a i l i n g
産の小部分売却のような現在の重要な論
点が十分に検討される。
　Module IV： Heritage Interpretation
V i s i t o r s
　 この最終モデュールでは、見学者に対象
the art
と場所の意味と重要性を示す技術である
解説（Interpretation）の、良好な実践
を探究する。解釈の哲学が検討され、選
debate
択力や偏見というような問題点が討論さ
れる。解説はレクリエーション・マネジ
Tourism
メント、観光、教育と博物館、という文
脈において検討される。鍵概念は、コ
ミュニケーション理論・解説計画とその
プログラミング・展示デザインとレイ
アウト・見学者行動・解説メディア
（Interpretative Media）・解説のための
言語・監視と評価（Monitoring and
Evaluation）である。
◇付記：[1997年の]新入生はHMコース：
26名／IHコース： 8 名（うちケニヤ、ギ
リシア、ジャマイカから各 1 名）である。
学生の出身学部は英米学、美術（史）、考古
学、法律、神学、英語、歴史、地理、人文
学等様々。〔以下、授業料・就職先等々は略
す。〕　
◇アイアンブリッジ研究所学事カレンダー
〔Study Data＝月日で示す〕：
1997／98 Introduction Week 09.29.～10.03.
Module I : 10.06.～10.24.
Module II: 11.17.～12.05.
Module III : 01.12.～01.30.
Module IV: 02.23.～03.13.
Study Week 04.20.～04.24
↓　〈モデュール構成（ 4 学期制）は変わっていない〉
〔2003／04 09.29.～10.17 Heritage Con-
servation Management, HM & IA
11.17.～12.05 Business Man-
agement & Finance for Heritage, HM
& IA
01.12.～01.30 Heritage Mar-
keting, HM only
02.02.～02.20. Industrial Monu-
ments & Landscapes, IA only
02.23.～03.12. Heritage Inter-
pretation, HM only
03.15.～04.02. Managing the In-
dustrial Heritage, IA only 〕
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
36   SHIZUOKA  UNIVERSITY  OF  ART  AND  CULTURE  BULLETIN  VOL. 4  2003
Industrial Archaeology, its status quo and its potential on the university education
4．小 括
日本と欧米の大学教育の違いを、｢産業考古
学｣についてより明確に見るため、ドイツの学
部講義の例（12）も以下に示す。〈セメスター制
は日本と同じ：1 セメスター＝半年〉
日欧（英・独）比較から見える最大の違い
の第一は、欧米では｢産業遺産マネジメント｣
が産業考古学教育の基幹にあることである。
大学教育において、そして何よりも文化行政
に“マネジメント”は不可欠なものとなって
いる。残念ながら日本ではまだ、一部を除き
TU Bergakademie Freiberg の産業考古学専門家養成コース
Grundstudium（基礎学習）　 （第 1 ～第 4 セメスター）
古物調査（※1）／産業考古学
＞　先史および古代史 （ 22SWS（※2））
＞　古物調査の基本 （10SWS）
＞　産業考古学の基本 （10SWS）
＞　自然科学および技術学（※ 3 ） （42SWS）
＞　発掘実習 （6週間）
エクスカーション
＞　必修エクスカーション（見学研修） （ 2 日）
＞　第 4 セメスター修了後の、卒業資格第 1 次〈予備〉試験
（上記試験に合格すれば） 　Vordiplom（基礎学習修了証）
Hauptstudium（専門学習） 　（第 5 ～第 9 セメスター）
専攻研究コース：産業考古学
産業考古学と技術史
（28SWS）
文化および企画マネジメント
（21SWS）
エクスカーション
必修見学研修
（10日）
産業考古学の方法
（15SWS）
必修選択科目
（20SWS）
学外実習
（12週間）
Diplom-Pruefung（卒業試験）
Diplomarbeit（卒業論文）：第 9 セメスター
（卒業試験に合格し、卒業論文を提出〈口頭試問合格〉すれば）　
Dipl.-Ind.Arch.（学位）：産業考古学学士 証書を受領
（※ 1 ）「古物調査」は Archaeometrie（原語）の仮訳である。
（※ 2 ）SWS は Semesterwochenstunden（セメスター期間中の履修時
間数）のこと。22SWSは13週（ 1 セメスター）の間に合計22時
間受講するということを指す。
（※ 3 ）技術学 Ingenieurwissenschaften は、主に機械工学を指す。
マネジメントへの関心はほとんど無いに等し
い。マネジメントは企業に就職する経済学部・
経営学部学生が学ぶもの、と思い込んでいる
のであろうか。
第二は、欧米では理系／文系の区分けを必
要としていないことである。また、履修にお
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
37   静岡文化芸術大学研究紀要　VOL.4　2003
産業考古学、その大学教育の現状と可能性
いても一科目・週 1 回講義は少なく、1 講
義科目の授業は週 2 ～ 3 回が通常なのであ
る。
第三に講師陣の多彩なことがあげられる。
国内外の大学・研究所はもちろん、博物館・企
業・行政（国や地方、地元・近隣の都市）か
ら専門家が多数、（「産業遺産」についてのみ
ならず）大学教育に関わっている。
ではいま、日本の大学で「産業考古学」講
義にできることは何であろうか。一つだけあ
げるとすれば、（現役か退役かを問わず）技術
者・経営者・職人が、大学教育の現場を通し
て次世代の若い人たちの身体に、「ものづく
り」の種子や DNA を植え付けることである。
たとえ時間数は少なくとも、また科目名称は
異なろうとも、体験者が語り、また受講者も
体験学習する「産業考古学」講義が果たす役
割と可能性は「そこ（体験）」にあると考える。
【注記・備考】
（1）産業考古学の定義に関しては、拙稿の項目｢産業考古
学｣（『歴史学事典 6　歴史学の方法』（樺山紘一責任編
集）弘文堂、1998年、226‐7 頁）を参照された
い。
（2）岡本伸之[編]『観光学入門』有斐閣（アルマ）、2001
で｢産業観光｣はわずか 1 頁の扱い（コラム⑥：147
頁）である。「…産業観光の素材としての産業は、過
去・現在・未来のそれぞれに関わるものがある。産業
の過去を観たり示したりする場合の素材は｢産業遺産｣
である。雑誌『太陽』（平凡社刊）は1999年11月
号で｢産業観光の旅｣を特集している。…」；対照的に、
須田寛『実務から見た　新・観光資源論』交通新聞社、
2003は、中部地域産業観光の牽引者である筆者が
事例研究（p.154～170）として掘り下げ解説して
いる。
（3）最新の考古学と同じく、空中からの航空・衛星（赤外
線含む）写真やダイバーによる海中撮影写真の分析・
調査。あるいは原材料・出力・効率や効能・工法や製
法などの推定を追試するため、縮小模型・復元模型な
どによる「実験」で検証する研究。空中産業考古学の
先駆的業績は：Kenneth Hudson, Industrial his-
tory from the air, Cambridge UP, 1984　であ
る。
（4）｢｢近代化遺産｣は、1993年（平成五）、重要文化財に
あらたにもうけられた種別で、これによって近代の土
木施設や産業施設が国の重要文化財に指定される道が
はじめてひらかれたのである（近代化遺産の調査自体
は、1990年に開始されている）。」（伊東孝『日本の
近代化遺産―新しい文化財と地域の活性化―』岩波
新書、2000年）「近代化遺産」は文化財保護法に記
載されたことばではあるが、外国語に翻訳できない官
庁語である。英語表記は、1978年の第 3 回 TICCIH
（国際産業遺産保存議）において、世界遺産条約
（World Heritage Convention：1972年第17回
ユネスコ総会採択）に準じて「産業遺産：Industrial
Heritage」と統一し現在に至っている。
（5）総務省による（2003.09.14）と、日本の高齢者推
計人口は2431万人（男性1026万人、女性1405
万人）で、総人口に占める割合は19.0％である。ま
た国立社会保障・人口問題研究所は、「日本は2015
年には 4 人に 1 人が高齢者となる」と推計してい
る。若者の製造業・理工系離れ、中小企業・親方職人
の後継者不足など、現状は厳しい。次世代へ「教育」
「継承伝達」すべき「ものづくり」に関する課題解決
の糸口を、いま着けておくことが現役世代の責務であ
る。
（6）アメリカの専門職業人（プロフェッション）教育は、
ビジネス・スクールの成立過程にみることができる。
20世紀前半の流れを簡潔に論じた福留東土「成立期
のビジネス・スクールにおける社会科学と実務教育の
葛藤―ペンシルバニア大学ウォートン・スクールの
事例を通して―」（『大学史研究』第19号／2003
年、p.17～31所収）を参照：「…スクールの教員の
専門分野を、社会科学・歴史学とビジネスとに区分す
ると、1901‐02年度の時点では教員のうち57.1
％（14名中 8 名）が前者であったのに対し、この比
率は徐々に減少し、15年後の1916‐17年度には
28.6％（70名中20名）にまで低下していた。ウォー
トン・スクール自身は拡張していたが、それは主とし
てビジネスの専門教育の部分で起こっていたのであ
る。…」（p.27）
（7）この表は、種田明「「産業考古学」（および関連科目：
《例》産業遺産研究）講義・授業シラバス集の作成趣
意書〔呼びかけとアンケート〕」（『産業考古学』第110
号／2001年 9 月）への回答資料（15名）から成
り立っている。（シラバス集成は2002年 3 月に刊
行、学会報告は2002年 5 月産業考古学会第26回
総会で行なった。）
（8）森俊太「学期制度と教育効果：日米大学の比較」（『静
岡文化芸術大学研究紀要』Vol.3/2002、51‐56
頁）も参照。
（9）『菩提樹』No.25,　2000年10月（駿河台大学父母
会報）、p.56‐57から。
（10）詳しくは、種田明『近代技術と社会』山川出版社（世
界史リブレット）、2003年、42‐46頁を参照。
（11）“The TOMMY Forging links with the Ironbridge
Institute”Vol.1 No.1 / May 1997から抜粋・部
分訳したものに、アイアンブリッジ・インスティ
テュートのホームページ（http://www.ironbridge.
bham.ac.uk/（2003-08-30））から補完したもの
である。［資料提供・紹介許諾：June 1997,TICCIH
Greeceにおいて、Dr.Paul Collins〈元・同研究所
スタッフ〉より。］
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Industrial Archaeology, its status quo and its potential on the university education
（12）TU ベルクアカデミ ・ーフライベルクの「産業考古学」
学修課程（専門）のコース設定見取り図。講座主任教
授ヘルムート・アルブレヒト（Prof.Dr. Helmuth
A l b r ech t）は 1994 年のヴァーゲンブレート
（Otfried Wagenbreth）教授定年退官の後、95年
にStuttgart 大学から招聘された。同年、ザクセン
ラント
州は緊縮財政のため大学講座数を削減したが、『技術
史と産業考古学』講座は存続。現在（1997年 1 月）
のスタッフはアルブレヒト教授を含めて 5 名である。
（Wolfhard Weber, Nationalkomitee der
Bundesrepubulik Deutschland in der I.U.H.P.S.,
Division of History of Science Taetigkeitsbericht
/ Report 1993-1996,Weinheim, 1997,SS.48-
49より）。[なお、見取り図は2003年現在：TICCIH
2003 Russia（ 7 月）でアルブレヒト教授から提
供されたものである。]
